
平
成
二
十
八
年
「
吉
川
英
治
賞
」
決
定
の
お
知
ら
せ 

 

謹
啓 
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

公
益
財
団
法
人
吉
川
英
治
国
民
文
化
振
興
会
に
よ
る
吉
川
英
治
賞
の
報
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
本
年
度
の
吉
川
英
治
賞
が
、
左
記
の
と
お
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。 

敬 

白 

 

平
成
二
十
八
年
三
月
三
日 

講 

談 

社 
 

広 

報 

室 

〇
三
（
五
三
九
五
）
三
四
一
〇 

 
 
 
 
 
 
 
 

記 
 

◆
第
五
十
回 

吉
川
英
治
文
学
賞
【
賞
牌
・
副
賞
参
百
万
円
】 

 

〈
選
考
委
員 

浅
田
次
郎
・
五
木
寛
之
・
北
方
謙
三
・
林
真
理
子
・
平
岩
弓
枝
・
宮
城
谷
昌
光
〉 

 

赤 あ
か

川 が
わ 

次 じ

郎 ろ
う 

氏 

『
東 と

う

京
き
ょ
う

零 ぜ
ろ

年 ね
ん

』 
 
 
 

（
集
英
社
刊
） 

  

◆
第
一
回 

吉
川
英
治
文
庫
賞
【
賞
牌
・
副
賞
百
万
円
】 

〈
選
考
委
員 

各
出
版
社
の
代
表
者
（
各
社
一
名
）・
識
者
・
出
版
流
通
関
係
者
等 
合
計
五
十
名
〉 

〈
選
考
立
会
人 

森
村
誠
一
・
吉
川
英
明
〉 

 

畠
は
た
け

中 な
か 

恵
め
ぐ
み 

氏 

「
し
ゃ
ば
け
」
シ
リ
ー
ズ 
（
新
潮
文
庫
） 

  

◆
第
三
十
七
回 

吉
川
英
治
文
学
新
人
賞
【
賞
牌
・
副
賞
百
万
円
】 

 

〈
選
考
委
員 

伊
集
院
静
・
大
沢
在
昌
・
恩
田 

陸
・
京
極
夏
彦
・
高
橋
克
彦
〉 

 

薬 や
く

丸 ま
る 

岳 が
く 

氏 
 

『
Ａ エ

ー

で
は
な
い
君 き

み

と
』 

 

（
講
談
社
刊
） 

  

◆
第
五
十
回 

吉
川
英
治
文
化
賞
【
賞
牌
・
副
賞
各
百
万
円
】 

 

〈
選
考
委
員 

阿
川
佐
和
子
・
出
久
根
達
郎
・
堀
田 

力
・
柳
田
邦
男
・
吉
川
英
明
〉 

 

  

嘉 か

瀬 せ

 

誠 せ
い

次 じ

 

氏 
 

 
 
 
 
 
 

【「
長
岡
の
花
火
師
」
は
毎
年
一
〇
〇
万
人
を
魅
了
、
世
界
も
感
動
さ
せ
た
】 

  

玉 た
ま

井 い

 

義 よ
し

臣 お
み 

氏 
 
 

【
交
通
遺
児
支
援
か
ら
五
十
年
、「
あ
し
な
が
さ
ん
」
は
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
の
支
援
を
広
げ
る
】 

 

鶴 つ
る

丸 ま
る 

礼 れ
い

子 こ

 

氏 
 

 
 
 

【「
鶴
丸
式
製
図
法
」
を
開
発
し
、
障
害
者
向
け
の
服
の
デ
ザ
イ
ン
、
普
及
に
努
め
る
】 

   


